
令和３年度 あきたスマートカレッジ C講座内容報告

C1、C2は講師の都合のため、開催を中止しました。

C3 堀井氏は、移民/外国人の受け入れのかたちとし

て、①日本の文化様式になじませるような支援と、②ア

イデンティティや慣習を尊重し、その維持を積極的に支

援することが大切であると強調しました。そこで、①②

の良い点と懸念される点を参加者に考えさせるエクササ

イズを行い、全員に発言してもらいました。発言内容を

受け、移民とその子孫の人口が3割程を占めるスウェー

デンの「多文化共生政策」を紹介し、移民の文化継承や母語教育政策、就労・居住、地

域の人との交流の促進、子どもの学習権の保護、第二外国語としてのスウェーデン語の

提供があることを教えてくれました。後半のエクササイズでは、グループで秋田県が対

応すべき支援や配慮を話し合いました。移民/外国人が秋田をふる里とみなすためには、

地域住民が自分事として捉え学ぶ姿勢が必要であることを学び取っていました。

C5 泉氏より、ロシアでの学校生活やイベントでの

過ごし方を例えに、コロナ禍での生活改善に向けた考え

方のヒントをユーモアを交えながら紹介いただきまし

た。ロシアの学校ではクラス替えがなく、クラスメート

と１０年間一緒に過ごすそうです。家族に近い関係にな

り、いじめやひきこもりのような問題はまず無いと語ら

れました。また、先生は生徒がわからない問題があれば、

授業が終わってからも徹底的に教え、学校で解決してい

くそうです。このように、ロシア人は幼少期から鍛えられる環境があるため、精神的に

強く、取り組み方が徹底していると話しました。このコロナ禍でもその国民性はストレ

スに対してタフで、泉さん自身も自分でできることに挑戦し続けていくことで気持ちを

上げているとお話しくださいました。（講師の都合によりベトナムについての講話は中

止。）


